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岡崎地域活性化ビジョン
世界の人々が集い ほんものに出会う「京都 岡崎」

K Y O T O
OK A Z AK I



　東山を望む素晴らしい都市景観の中に，琵琶湖疏水をはじめ美しい庭園群や文化財，美術館，
博物館などの文化・交流施設が集積した岡崎。比類なき文化・交流ゾーンであるこの地には，国内外
から年間延べ５００万人以上もの方々が訪れています。
　岡崎はまさに，国際文化観光都市・京都の顔ともいえる重要な地域です。そして，危機に際して志と
誇りを失わず，世界中のどこにもないまちを築いてきた“京都の知恵と力のＤＮＡ”が，今も色濃く息づく
地域でもあります。
　明治維新後，京都は東京遷都により人口が３分の２に激減するという都市衰退の危機にありまし
た。しかし，先人たちは，琵琶湖疏水を開削し，日本初となる水力発電所を誕生させて数々のイノ
ベーションを実現。また，第４回内国勧業博覧会の開催などによって都市の活力を取り戻し，日本の
近代化を力強く牽引してきました。それらの舞台となったのが，岡崎地域でした。
　この岡崎の魅力を更に磨き，かつて困難の中から希望を見出してきた，この地の潜在的な力を
最大限に引き出し，京都が未来に大きく飛躍するための力としたい。そんな思いを込めて，この度，
「岡崎地域活性化ビジョン」を策定いたしました。
　ビジョンでは，岡崎の景観や地域資源をしっかりと継承しながら発展の方向性を示した５０年後，
１００年後の岡崎の将来像と，市民の皆様や企業，行政が連携して取り組むべき様々な方策を示し
ています。また，策定に当たっては，市民の皆様から５６５件もの御意見やアイデアをお寄せいただき
ました。多くの皆様と夢や課題を共有して，ビジョンの策定に取り組むことができましたことを誠にうれ
しく思っております。
　これからも皆様と共に，岡崎が，志高い人の心を一つにし，知恵を生み，文化を育み，１００年前と
同様，京都の未来に重要な役割を果たしながら更に発展するよう，全力を尽くしてまいります。
　最後に，ビジョン策定に多大の御尽力を頂いた検討委員の皆様，貴重な御意見やアイデアを
お寄せいただいた皆様，関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　さあ，皆さん！ 世界の人々が集い，ほんものに出会う「京都岡崎」のまちづくりを，力を合わせて進め
てまいりましょう！

ごあいさつ 目　次 １ ビジョン策定の背景と目的

２ 岡崎地域のポテンシャルと課題

　（１）岡崎地域のポテンシャル

　　① 近代化の歴史と革新性 

　　② 優れた都市景観・環境 

　　③ 年間500万人を超える人々の交流の場

　（２）岡崎地域の課題

３ 岡崎地域の将来像

４ 実現のための７つの方策

　　方策① 岡崎のエリアブランドを構築し，世界に向けて
　　　　   魅力・情報を発信

　　方策② 山紫水明の岡崎の魅力を創出する琵琶湖疏水と
　　　　   近代化遺産の保存と活用

　　方策③ 文化芸術，MICE拠点としての機能強化 

　　方策④ 地域資源を結び，岡崎の総合的な魅力を高める，
　　　　   保全・創造の景観・まちづくり

　　方策⑤ 多くの人々が訪れたくなる新たな賑わい創出

　　方策⑥ 環境モデル都市を牽引する進取の取組の実践

　　方策⑦ 集客・国際観光拠点としての機能強化

５ 実現のためのプロセス

参考資料

　（１）検討経過

　（２）来訪者アンケート調査

　（３）市民意見の募集

　（４）岡崎地域活性化ビジョン検討委員会 委員名簿
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この地図の作成に当たっては,国土地理院長の承認を得て,
同院発行の数値地図200000（地図画像）を使用したものである
（承認番号　平19総使,第82号）

1 ビジョン策定の背景と目的

　明治維新後，東京遷都により衰退していった京都を活性化するために，京都は近代化や産業
の振興に取り組んだ。琵琶湖疏水の建設や平安遷都１１００年紀念事業として開催された第４
回内国勧業博覧会はまさに京都の近代化を牽引する事業であり，岡崎地域では平安神宮の創
建や多数の展示施設が建設された。博覧会の後も各時代を先導する多くの文化・交流施設が
整備され，京都の発展に寄与するとともに，国内でも類のない文化・交流ゾーンが形成されてきた。
　今日，右肩上がりの経済成長は終わり，文化，心の豊かさ，生態系との調和，人と人との交流を大
切にし，都市の創造性を高めることが２１世紀の大きなテーマである。
　こうした日本における文化力の発信は，京都の役割であり，中でも文化・環境・景観といった優
れたポテンシャル※を有し，京都の発展を牽引した「岡崎」が積極的に果たさなければならない。
　この度の取組はこうした岡崎のポテンシャルの更なる活用と岡崎地域で展開されつつある関
連施策の融合により岡崎地域の活性化の羅針盤となる「ビジョン」を策定し，「優れた都市景
観・環境の将来への保全継承」「世界に冠たる文化・交流ゾーンとしての機能強化」「更なる賑
わいの創出」を図っていこうとするものである。
　「岡崎」が多くの人々を引き付け，魅了する国際交流・文化観光拠点として更に発展し，京都の魅
力，日本の魅力を国内外に広くアピールできる地域となることを願ってやまない。

【対象エリア】
　平安遷都１１００年を記念して建設された平安神宮と内国勧業博覧会の会場跡地に整備され
た文化・交流施設の集積は，京都の近代化を先導した場所であり，施設機能や集客面において岡
崎の核（コアゾーン）と言える。
　周辺には民間の美術館・博物館，有名な寺院・神社が集積し，さらに近代化を牽引したもう一
つの象徴である琵琶湖疏水と疏水の水を活用した庭園群が優れた水辺の景観を醸し出して
いる。
　本ビジョンは，岡崎のコアゾーンと周辺に集積する多彩な地域資源を対象に，その結び付きを強
めることで，京都を牽引する更なる魅力的な地域を目指し検討を行ったものである。

　明治時代，産業振興と国民啓発を図る国の政策として国
内で計５回開催された（第１回～第３回は東京の上野公
園，第５回は大阪の天王寺公園）。
　京都では平安遷都1100年紀念祭と併せて明治28
［1895］年に岡崎地域で第４回内国勧業博覧会が開催さ
れ，琵琶湖疏水とともに，京都の経済・文化の復興と再生に
大きな役割を果たした。 

【内国勧業博覧会について】

写真上／平安神宮地鎮祭の余興（明治26［1893］年）
写真下／第４回内国勧業博覧会の会場門（明治28［1895］年）

※ポテンシャル／潜在的な力，可能性を表す語。岡崎地域が持つ「魅力」や「可能性」の意味で用いている。
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2 岡崎地域のポテンシャルと課題

① 近代化の歴史と革新性
■京都の近代化を牽引した進取の気風
◎明治28［1895］年，工業都市としての発展や京都の圧倒的な文化度を内外にアピールする一大
　事業として，現在の岡崎公園付近で，第4回内国勧業博覧会と平安遷都1100年紀年祭が開催
　され，平安神宮が創建された。（紀年祭の記念行事として時代行列が企画され，以後，毎年“時代
　祭”として開催されるようになった。）
◎幕末の騒乱や東京遷都により京都市が衰微するなか，殖産興業策の一つとして整備された琵琶湖
　疏水は，水運や灌漑用水としての利用のほか，国内初の売電用水力発電所の建設へと結び付いた。
◎供給された水や電力は，水道用，工業用，防火用など多方面に利用され，京都の近代化の礎とな
　った。琵琶湖疏水及び蹴上・夷川の両発電所は，京都の重要な都市基盤として，現在も，市民の
　安心・安全な暮らしと都市機能を支え続けている。

■優れたデザインの近代建築物群
◎岡崎地域には，様々な文化・交流施設が立地し，地域のシンボル的な景観や街並みのアクセントを 
　つくっている。
◎岡崎地域の景観は，文化都市のイメージにふさわしい景観が創出され，空間スケールの大きさも
　国際都市に似つかわしい水準に到達している。これが評価され，国土交通省の「都市景観100
　選※」に選ばれている。

■水と緑が共生する創造的で豊かなオープンスペース
◎都心から少し離れた地域であるため，広 と々した創造的な空間が形成されており，地域住民や来
　訪者の災害時の避難場所としても重要な役割を担っている。
◎地域には水と緑に彩られた豊かなオープンスペースや庭園群が存在する。
◎疏水沿いは，建築物や桜，緑と一体となった優れた景観をつくり上げ，岡崎地域の特徴的なイメー
　ジを形成している。

■東山山麓に連なるスケールの大きな借景的眺望

② 優れた都市景観・環境

■近代化遺産
◎周囲の自然景観と調和した琵琶湖疏水とインクライン※（南禅寺境内の水路閣も疏水施設）
◎東山山麓では疏水を契機に風致保全と併せた別荘地開発が進み，疏水の水を引き入れた庭園
　群を形成している。（近代日本庭園の先駆者とされる作庭家小川治兵衛が手掛けた庭も多い。）
◎博覧会跡地には岡崎公園が開設され，その後も様々な博覧会の会場となり，公会堂や美術館と
　いった様々な文化・交流施設が順次建設され，一帯に近代建築物群を形成した。

◎各施設の敷地内には十分なオープンスペースが確保され，東山の緑の眺望を確保している。
◎建物が地域内の豊かな緑とともに稜線に溶け込み，東山を借景とした京都の風土になじむ景
　観を形成している。

※琵琶湖疏水とインクライン／琵琶湖疏水は琵琶湖の水を京都市内に引き入れるために明治時代に建設
　された水路。その完成は舟運，水力発電，上水道などの京都の近代化に大きく寄与した。蹴上インクライン
　は，舟運で行き来する舟を途中の高低差３６ｍの斜面を運搬するための傾斜鉄道（蹴上舟溜から南禅寺舟
　溜までの間の約５８２ｍ）。現在では運転は休止され，当時をしのび三十石船と台車が復元されている。

※都市景観１００選／平成３～１２年度にかけて国内の優れた都市景観を表彰するため国が設けた制度。岡崎
　地域は文化都市，国際都市にふさわしい優れた景観として，初年度に表彰されている。

平安神宮地鎮祭の余興（明治26［1893］年） 夷川発電所

インクライン（明治期） 無鄰菴庭園 京都会館中庭 東山を借景とした疏水と十石舟

優れたデザインの近代建築物が集積するエリアの鳥瞰写真（平成21年撮影） 

岡崎地域のポテンシャル（1）
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2 岡崎地域のポテンシャルと課題

※1　アクセス／ある目的地への到達しやすさ，交通の便。
※2　環境モデル都市／温室効果ガスの大幅な削減など低炭素社会の実現に向け，高い目標を掲げて先

駆的な取組にチャレンジする都市として国が全国から選定したもので，京都市も選定されている。

◎ 情報発信が弱く，「岡崎」の知名度が低い。
◎ 貴重な文化遺産の継承と活用を両立させる仕組みが不十分。
◎ 各施設の老朽化，機能強化への対応が必要。
◎ 施設間連携が弱い。
◎ 周辺地域からの人の流れや公共交通によるアクセス※1が弱い。
◎ 優れた景観の継承と文化・交流ゾーンとしての機能強化のための
　 都市計画のルールが必要。
◎ 地域に人が憩い，交流し，滞留する機能が不足している。
◎ 夜が寂しい。
◎ 環境モデル都市※2を牽引する進取の取組が必要。
◎ 来訪者を総合的に案内する環境が不十分。

京都市国際交流会館

京都会館

京都国立近代美術館

京都市美術館

京都市勧業館 みやこめっせ

京都府立図書館

◎また，岡崎公園周辺には，個性的な民間の美術館・博物館等も立地する。

観峰美術館，京都観世会館，泉屋博古館，野村美術館，藤井斉成会有鄰館，細見美術館

【京都市の施設】　国際交流会館，美術館，動物園，京都会館，武道センター・武徳殿，
　　　　　　　　岡崎グラウンド・テニスコート，勧業館みやこめっせ，琵琶湖疏水記念館
【国，府の施設】　京都国立近代美術館，京都府立図書館
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■集積する文化・交流・集客施設
◎明治期の内国勧業博覧会の後，一帯に多彩な公設の文化・産業・スポーツ・交流施設が建設さ
　れ，文化・交流ゾーンを形成してきた。

③ 年間500万人を超える人々の交流の場

岡崎地域の課題（2）

■豊富な文化財や有名な寺院・神社
◎岡崎周辺には，国宝や重要文化財をはじめ，国，府，市の指定，登録による様々な文化財，名勝が
　集積する。
◎平安神宮や南禅寺，禅林寺（永観堂）等の有名な寺院・神社もあり，参拝や観光の名所となっている。
◎寺院・神社をはじめ多くの文化資源が集積した祈りや癒しなどの精神文化の拠点となっている。

■ハレ舞台での様々な祭り・イベント・催し
◎時代祭や新しいイベントである京都学生祭典のほか，各施設ではコンサートや展覧会など，様々な
　催しが行われている。十石舟めぐりや薪能など，豊かな地域資源をいかした催しは人気が高い。

平安神宮・応天門 京都学生祭典
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3 岡崎地域の将来像

　岡崎地域の多様なポテンシャルを踏まえ，地域の個性や役割，発展の方向性などを
議論し，５０年後,１００年後を見据え長期的な見地に立った５つの将来像を設定した。
　多面的かつ普遍的な岡崎の姿を将来像として設定しており，それぞれが独立した
ものでも，また上位・下位という性格のものでもなく，相互に重なり合い，関連しながら発展
するイメージを表している。
　岡崎地域の将来像の実現に向けては，岡崎のポテンシャルの更なる活用を図るた
めの地域連携や取組の融合はもとより，多くの叡智や資金が不可欠であり，地域の施
設や団体・事業者・行政，市民や企業など幅広い主体が参加する取組として展開させ
ていかなければならない。

疏水辺のイメージ

歩いて楽しい神宮道のイメージ

※1　ニューツーリズム／従来型観光に対し，地域資源をいかした体験・交流型の新しい形態の観光。一般的
には，植林など環境保全に貢献するエコ・ツーリズム，豊かな自然の中で体験・交流をするグリーン・ツーリ
ズム等がある。

※2　ＭＩＣＥ（マイス）／Meeting（企業のミーティング等），Incentive（企業の報奨・研修旅行等），Convention
（国際会議，学会等），Event/Exhibition（イベント，見本市等）の総称。経済波及効果が大きく，京都ブラ
ンドの向上や観光振興上の観点からもMICE誘致は重要な政策。

●進取の気風を受け継ぎ，未来に挑む
　人材を育む京の学び舎
●伝統産業から最先端産業まで
　世界に発信する未来の博覧会エリア

ま なみやこ や

四季折々の景色，インクライン，疏水水上バス，
一流の舞台芸術，洒落たカフェ・レストラン……
●素晴らしき文化，歴史，人との出会い，京都発見への入口
●多彩な資源集積をいかした
　岡崎ならではのニューツーリズム※1，ＭＩＣＥ※2
●世界の人 と々の交流の場

多彩なイベント，ストリートパフォーマンス，
屋外アート……
●オープンスペースで連なる
　ハレ舞台のネットワーク
●市民が主役となる人生のハレ舞台，
　京都随一の祝祭空間
●オープンスペースをいかした市民，
　観光客の安心・安全な空間

オペラ，バレエ，演劇，能・狂言……
●世界の一流と京都のほんものに酔う
　舞台芸術の本場
●岡崎のミュージアム群をフルにいかした
　本物のアートに出会えるまち
●世界から芸術を夢見る若者が集まるエリア　　

琵琶湖疏水，東山，寺院・神社，庭園群，桜・ケヤキ並木……
●水と緑に抱かれた世界に誇る京都の宝
●先人が築いた遺産，誇りに触れる癒しとやすらぎの杜
●未来への持続性と
　自然との共生を実感・実践する環境未来都市

新たな歴史への

世界の人々が集い
ほんものに出会う

「京都 岡崎」

挑 戦

継承する

山紫水明

創造する

の都

の杜

交流する

観光・MICE
拠点

歩いて楽しい

祝祭と賑わい
の空間文化・芸術
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　優れた地域資源や地域の取組をつなぎ，魅力を向上させることにより岡崎のエリアブランドを構
築するとともに，積極的な情報発信などにより岡崎地域の知名度や集客力の向上を図る。

岡崎のエリアブランドを構築し，世界に向けて
魅力・情報を発信方策 1

　岡崎に集積する施設情報や魅力情報を総合的に発信する「ポータルサイト」の開設や，施設・自然・
見所などの地域資源情報を網羅した「エリアマップ」の作成など，様々な手法を活用した地域情報の
発信・充実を図る。また，駅・バス停や施設名等に「岡崎」を付けるなど「岡崎」の知名度向上を図る。

■多様な情報発信と岡崎の知名度向上

　岡崎で展開される多彩な催し情報を集約し，日替わり情報を発信できる「イベントカレンダー」
の開設や，地域資源・見所をつないだ散策「モデルルート」の開拓，共通利用パスの発行など岡
崎の魅力をつなぎ・楽しめる取組を推進する。
　また，「岡崎の日」「岡崎の週」など，地域全体が連携した来訪者向けサービスやイベントを集
中実施する。

■地域情報をつなぎ，融合させる取組

　ポテンシャルや，魅力づくりを進める岡崎のイメージをキャッチフレーズの作成などを通じ積極
的に発信する。

■岡崎ブランドの構築と発信

　高さ８０ｍを超えたとされる法勝寺の八角九重の塔をはじめ栄華を極めた平安時代末期の岡崎，
国内最大級の土木事業として京都に貴重な水をもたらした琵琶湖疏水事業をはじめとする近代化
を牽引した岡崎など，歴史情報を掘り下げ，岡崎の物語として発信する。

■歴史を掘り下げ情報発信

4 実現のための７つの方策

●知名度，集客力が向上し，世界の
　人々に岡崎の魅力が知られている

●貴重な文化遺産が将来へしっ
　かりと継承・活用され，多くの人が
　水辺の空間に親しんでいる

●各施設の機能が向上し，より多く
　の「ほんもの（一流）」の舞台・芸
　術・催しが繰り広げられている

●施設間連携が進み，国際的な
　MICEが開催されるなど，様々な
　人材・企業・団体の交流，情報発
　信の場となっている

●優れた景観を保全・継承しつつ，
　回遊・滞留しやすいまちとして，地
　域全体がより魅力的になっている

●岡崎にふさわしい新たな賑わい
　が生まれ，地域全体の活力が向
　上し，楽しくワクワクする空間とな
　っている

●環境モデル都市・京都の顔とな
　り，身近な環境マネジメントを体感
　できる地域になっている

●誰もが安心し，分かりやすく観光
　できる地域になっている

【方 策】 【目指すこと】

※エリアブランド／他の地域にはない岡崎地域ならではの魅力・個性。

　将来像を実現するため，今後概ね１０年程度を視野に入れ，様々な主体が協力して取り組む
７つの方策を掲げた。

ポータルサイトによる岡崎地域情報の発信

将
来
像
の
実
現
へ
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③文化芸術，MICE拠点
としての機能強化

④地域資源を結び，岡崎の
総合的な魅力を高める，
保全・創造の景観・まちづくり

⑤多くの人々が訪れたくなる
新たな賑わい創出

⑥環境モデル都市を牽引する
進取の取組の実践

⑦集客・国際観光拠点としての
機能強化 
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4 実現のための７つの方策

　琵琶湖疏水や庭園群については，文化的景観としての保全・修景を図りつつ，回遊や散策，ＭＩＣＥ
戦略への活用など，来訪者が岡崎の水辺の景観をじっくりと楽しめる環境づくりを進める。

山紫水明の岡崎の魅力を創出する
琵琶湖疏水と近代化遺産の保存と活用

方策 2

　岡崎ならではの多彩な文化・交流施設の集積をいかし，質の高い文化芸術が創造・発信される
世界に冠たる文化・交流拠点としての機能強化と，ＭＩＣＥ拠点としての機能強化を図る。

文化芸術，MICE拠点としての機能強化方策 3

◎「京都市動物園」は，近くて楽しい都市型動
　物園として，園内のゾーン分けや図書館，カフェ・
　レストランなどの施設充実を図る再整備事業
　に平成２１年度から７年計画で取り組む。
◎「京都会館」は，岡崎地域活性化の核として，
　世界一流のオペラの開催が可能となる舞台
　機能の強化をはじめ，会議棟や中庭，二条通
　沿いをお洒落なカフェ・レストランなど賑わい空
　間とするための再整備を進める。
◎「京都市美術館」では，集客力のある企画展が誘致できる美術館機能の向上や，市民や芸術家
　が憩い，交流できる空間機能の強化を図る。（ミュージアムカフェや疏水沿いの親水空間・交流ス
　ペース等）
◎「みやこめっせ」では，国際的なイベント・展示会の誘致促進や，京都伝統産業ふれあい館の積極
　的なＰＲ・活用，二条通沿いのオープンスペース活用などによる賑わい空間の創出に取り組む。
◎地域連携と仕組みの構築の中で，官民の文化芸術活動を総合的に発信し，鑑賞・体験の機会を
　提供していく。また，公共空間や官民施設を創作活動や展示スペースとして活用する。

■文化・交流拠点としての機能強化

　琵琶湖疏水や庭園群等水辺の近代遺産の保全・修景を図り将来へ継承するため，世界遺産登
録も視野に入れ，文化財保護法に基づく重要文化的景観選定に向けた取組などを推進する。

■重要文化的景観制度を活用した水辺遺産の将来への継承

　来訪者が水辺空間を楽しめる散策路や賑わいスポットなど疏水の修景と魅力向上に資する親
水空間を整備する。桜の開花時期に行っている疏水周遊運航期間や運航時間を拡大するなど，船
で楽しめる賑わい環境づくりを推進する。

■琵琶湖疏水の修景と活用
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　植治の庭をはじめとする疏水の水を引き入れた優れた庭園群を保全，将来へ継承するとともに，
公開の機会を増やすなど国内外の方々にその魅力を伝えていく。また，これらの庭園群をミュージア
ム，ギャラリーやＭＩＣＥ関連施設（宿泊，パーティー，会合等）などとして新たな活用を図りながら保全・
継承できる仕組みについても所有者との連携の下で検討する。

■東山山麓庭園群の将来への継承と活用

疏水から東山を望む

疏水沿いの親水空間のイメージ 無鄰菴庭園

　国際的な学会や展示会，企業研修・ミーティング，それらに伴うパーティなどＭＩＣＥの様々なニーズ
に応えていくため，ハード・ソフト両面の機能の強化を図る。
◎「京都会館再整備」におけるＭＩＣＥ機能の強化
◎「京都会館」「みやこめっせ」「美術館」「京都市国際交流会館」などの多様な施設集積をいか
し，総合的に活用するための企画や調整・相談を行い，質の高いＭＩＣＥの開催を実現するための
コーディネート機能の創設

■ＭＩＣＥ拠点としての機能強化

京都会館の再整備イメージ（中庭空間） 京都会館

動物園の再整備イメージ
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※1　地域モビリティ／地域内や地域間の移動や移動手段を表す。
※2　ユニバーサルデザイン／障害の有無，年齢，性別，国籍等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう    
　　　都市や生活環境をデザインすること。誰もがより使いやすいものや施設・サービスなどを生み出していく
　　  という考えのもと生まれた。

※1　プロムナード／元々は「散歩，散歩の場所」を意味するフランス語。歩くのが楽しい「散歩道・遊歩道」 
　　　の意味で用いている。
※2　広域避難場所／地震に伴う大火災等による二次災害の危険から，地域住民や来訪者の生命の安全
　　　を確保するための避難場所。

4 実現のための７つの方策

　東山を借景とした広々とした空間を持つ岡崎地域の優れた都市景観・環境の継承と，地域の魅
力を高める施設の整備などを可能とする都市計画の変更をはじめ，地域資源を結び，安心・安全で
魅力的な都市空間づくりに向けたエリアデザインの検討を進める。また，ビジョンを積極的に推進す
るため，関連法の規制緩和や税制・財政の支援など，国の総合特区制度の活用を目指す。

地域資源を結び，岡崎の総合的な魅力を高める，
保全・創造の景観・まちづくり

方策 4

　道路や公園，施設などのオープンスペースをつないで一体的に活用し，市民，地域の人々，来訪者
に親しまれる，歩いて楽しい岡崎地域にふさわしい憩いの空間と賑わいの創出を図る。新たに，美味
しい食事を楽しめる時間や夜の魅力の創出に取り組む。

多くの人々が訪れたくなる新たな賑わい創出方策 5

　優れた都市景観を構成する近代建築物や広 と々した空間的魅力の将来への継承と，施設機能
強化や賑わいの創出が可能となるよう，ビジョン実現に必要な都市計画の変更を行う。

■都市計画の変更 　岡崎地域の夜の魅力を創出するため，夜間営業を行っていない美術館や動物園，民間施設
などでナイトミュージアム，ナイトパークの展開を図る。あわせて，ライトアップやイルミネーションによ
る演出，街路灯のデザイン検討などに取り組む。

■夜の魅力創出

　神宮道の歩行者専用化により，歩いて楽しい岡崎の実現を目指す。沿道の公園区域と一体と
なった岡崎のシンボルとなるプロムナード整備を図る。また，屋外アートの設置やストリートパフォー
マンス，多彩なイベントが展開できるオープンな賑わい空間の創出を図る。

■歩いて楽しい岡崎，神宮道の歩行者専用化・プロムナード※1化

　歴史まちづくり法の重点区域指定を目指し，国の補助制度を活用した建築物や街路の保全・
修景を行う。

■近代建築物や街路の保全・修景

　岡崎地域の活性化を図る観点から地下鉄東西線の「東山」「蹴上」両駅からのアクセス環境の
向上や来訪者の利便性に配慮したバス路線やバス停のあり方を検討する。
　また，環境負荷の少ない地域モビリティの向上に向けた検討を行う。

■地域へのアクセスと地域モビリティ※1の向上

　来訪者にとって魅力的で回遊しやすい地域づくりを進める観点から，各施設や資源をつなぐ道路
機能やデザインのあり方について検討する。

■道路機能・デザインの向上

　公園整備や施設整備などを通して，あらゆる人が安心して利用できるユニバーサルデザインの推
進と非常時の安全な空間づくりの推進を図る。

■ユニバーサルデザイン※2，安心・安全の推進

　京都市美術館南側から鴨川に至る疏水及び疏水沿いの緑道を公園区域に編入し，インクライン
から鴨川に至る桜並木の道を，散策やジョギング・回遊する魅力あふれる公園として一体化を図る。

■魅力あふれる公園づくり

　各施設の機能強化のための整備・改修や岡崎にふさわしい賑わいの創出，文化財・近代化遺産
の保存・活用などのビジョンに掲載する取組を推進するため，関連法の規制緩和，各事業への財政
支援，活性化に参加する民間事業者への税制支援など，国の総合特区制度の活用を目指す。

■総合特区制度の活用

二条通沿いの賑わい創出イメージライトアップ等による夜の魅力創出のイメージ
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　岡崎地域に集積する美術館や博物館，有名な寺院・神社等に対して，ビジョンに掲げる将来
像を実現するため，岡崎地域にふさわしい新たな憩い空間，賑わいの創出に向けた主体的な事
業の企画を呼び掛けると同時に，各事業推進のための様々な支援を行う。

■新たな憩いの空間と賑わい創出

　野球場とテニスコートとして利用されている現状の岡崎グラウンドは，岡崎地域の核として市民，
来訪者がより幅広く活用・交流できる空間とすることが望まれる。
　豊かな緑に囲まれた広 と々したオープンな空間を大前提として，多彩なイベントや文化芸術活動，
スポーツ・レクリエーションなどを楽しめる交流と創造のスペースとすることを検討する。また，周辺の
景観と調和した来訪者が憩えるカフェ・レストラン・ショップなどの賑わいを創出することも検討する。
　災害時の広域避難場所※2としての空間・機能を引き続き確保する。野球場・テニスコートにつ
いては，利用状況を踏まえて，代替施設の検討が必要である。

■岡崎グラウンド空間の多様な活用



※1　地域モビリティ／地域内や地域間の移動や移動手段を表す。
※2　ユニバーサルデザイン／障害の有無，年齢，性別，国籍等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう    
　　　都市や生活環境をデザインすること。誰もがより使いやすいものや施設・サービスなどを生み出していく
　　  という考えのもと生まれた。

※1　プロムナード／元々は「散歩，散歩の場所」を意味するフランス語。歩くのが楽しい「散歩道・遊歩道」 
　　　の意味で用いている。
※2　広域避難場所／地震に伴う大火災等による二次災害の危険から，地域住民や来訪者の生命の安全
　　　を確保するための避難場所。

4 実現のための７つの方策

　東山を借景とした広々とした空間を持つ岡崎地域の優れた都市景観・環境の継承と，地域の魅
力を高める施設の整備などを可能とする都市計画の変更をはじめ，地域資源を結び，安心・安全で
魅力的な都市空間づくりに向けたエリアデザインの検討を進める。また，ビジョンを積極的に推進す
るため，関連法の規制緩和や税制・財政の支援など，国の総合特区制度の活用を目指す。

地域資源を結び，岡崎の総合的な魅力を高める，
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　道路や公園，施設などのオープンスペースをつないで一体的に活用し，市民，地域の人々，来訪者
に親しまれる，歩いて楽しい岡崎地域にふさわしい憩いの空間と賑わいの創出を図る。新たに，美味
しい食事を楽しめる時間や夜の魅力の創出に取り組む。

多くの人々が訪れたくなる新たな賑わい創出方策 5

　優れた都市景観を構成する近代建築物や広 と々した空間的魅力の将来への継承と，施設機能
強化や賑わいの創出が可能となるよう，ビジョン実現に必要な都市計画の変更を行う。

■都市計画の変更 　岡崎地域の夜の魅力を創出するため，夜間営業を行っていない美術館や動物園，民間施設
などでナイトミュージアム，ナイトパークの展開を図る。あわせて，ライトアップやイルミネーションによ
る演出，街路灯のデザイン検討などに取り組む。

■夜の魅力創出

　神宮道の歩行者専用化により，歩いて楽しい岡崎の実現を目指す。沿道の公園区域と一体と
なった岡崎のシンボルとなるプロムナード整備を図る。また，屋外アートの設置やストリートパフォー
マンス，多彩なイベントが展開できるオープンな賑わい空間の創出を図る。

■歩いて楽しい岡崎，神宮道の歩行者専用化・プロムナード※1化

　歴史まちづくり法の重点区域指定を目指し，国の補助制度を活用した建築物や街路の保全・
修景を行う。

■近代建築物や街路の保全・修景

　岡崎地域の活性化を図る観点から地下鉄東西線の「東山」「蹴上」両駅からのアクセス環境の
向上や来訪者の利便性に配慮したバス路線やバス停のあり方を検討する。
　また，環境負荷の少ない地域モビリティの向上に向けた検討を行う。

■地域へのアクセスと地域モビリティ※1の向上

　来訪者にとって魅力的で回遊しやすい地域づくりを進める観点から，各施設や資源をつなぐ道路
機能やデザインのあり方について検討する。

■道路機能・デザインの向上

　公園整備や施設整備などを通して，あらゆる人が安心して利用できるユニバーサルデザインの推
進と非常時の安全な空間づくりの推進を図る。

■ユニバーサルデザイン※2，安心・安全の推進

　京都市美術館南側から鴨川に至る疏水及び疏水沿いの緑道を公園区域に編入し，インクライン
から鴨川に至る桜並木の道を，散策やジョギング・回遊する魅力あふれる公園として一体化を図る。

■魅力あふれる公園づくり

　各施設の機能強化のための整備・改修や岡崎にふさわしい賑わいの創出，文化財・近代化遺産
の保存・活用などのビジョンに掲載する取組を推進するため，関連法の規制緩和，各事業への財政
支援，活性化に参加する民間事業者への税制支援など，国の総合特区制度の活用を目指す。

■総合特区制度の活用

二条通沿いの賑わい創出イメージライトアップ等による夜の魅力創出のイメージ
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　岡崎地域に集積する美術館や博物館，有名な寺院・神社等に対して，ビジョンに掲げる将来
像を実現するため，岡崎地域にふさわしい新たな憩い空間，賑わいの創出に向けた主体的な事
業の企画を呼び掛けると同時に，各事業推進のための様々な支援を行う。

■新たな憩いの空間と賑わい創出

　野球場とテニスコートとして利用されている現状の岡崎グラウンドは，岡崎地域の核として市民，
来訪者がより幅広く活用・交流できる空間とすることが望まれる。
　豊かな緑に囲まれた広 と々したオープンな空間を大前提として，多彩なイベントや文化芸術活動，
スポーツ・レクリエーションなどを楽しめる交流と創造のスペースとすることを検討する。また，周辺の
景観と調和した来訪者が憩えるカフェ・レストラン・ショップなどの賑わいを創出することも検討する。
　災害時の広域避難場所※2としての空間・機能を引き続き確保する。野球場・テニスコートにつ
いては，利用状況を踏まえて，代替施設の検討が必要である。

■岡崎グラウンド空間の多様な活用



※1　再生可能エネルギー／石油・石炭など限りがあるエネルギー資源に対し，太陽光や太陽熱，水力，風力，
　　　バイオマスなど，一度利用しても再生が可能で，資源が枯渇しないエネルギーのこと。石油等に代わる
　　　クリーンなエネルギーとして，国でも導入・普及を促進している。
※2　低炭素，循環型まちづくり／二酸化炭素などの温室効果ガス排出量が少なく（＝低炭素），製品等の
　　　廃棄物の発生を抑え再利用・再資源化が進んだ（＝循環型）社会を目指したまちづくり。

4 実現のための７つの方策

　当ビジョンに掲げる様々な方策の推進に当たっては，環境負荷の低減や生態系への配慮，再
生可能エネルギーの活用や緑豊かな環境の保全など，環境モデル都市を牽引する取組を実践し，
広く発信する。

環境モデル都市を牽引する進取の取組の実践方策 6

■再生可能エネルギー※1の活用・省エネルギー化の促進
　低炭素，循環型まちづくり※2，自然との共生の視点を踏まえ，環境モデル都市を牽引する地域とし
て，太陽光発電や水力発電などの再生可能エネルギーの地産地消活用や施設整備などに合わせ
た省エネルギー化を促進するとともに，環境教育の場として積極的な情報発信・活用を図る。

■岡崎地域エリアマネジメント組織の設立
　地域の施設や事業者間の連携強化，魅力ある事業の企画調整や効果的な情報発信に取り組
む組織として，地域の施設や団体，事業者，行政，専門分野のアドバイザー，マネジメントの専門家など
で構成するエリアマネジメント組織の設立に取り組む。
　様々な取組の主体を支援しながら，事業の連携・融合を図るなど総合的な企画・推進機能を持ち，
多くの市民や企業などへも広く事業参画を呼び掛けていく組織づくりを目指す。できる限り早期に設
立し，段階的な充実を図る。

　分かりやすい観光案内を総合的に行い，国内外からの来訪者が気軽に回遊し，岡崎地域の魅
力を享受できる環境づくりを進める。

集客・国際観光拠点としての機能強化 方策 7

■岡崎地域の総合的な観光案内
　岡崎の施設やイベント情報の総合的な案内人となる「岡崎コンシェルジュ」の創設に向けて取り
組む。また，携帯端末の活用や周辺地域の情報発信にも取り組む。

■分かりやすい観光案内表示など受入れ環境の整備
　来訪者の視点に立った分かりやすい案内標識の設置やトイレの充実など，来訪者の受入れ環境
の整備に向けて取り組む。

　桜をはじめ，地域の魅力の重要な要素である
緑を総合的にマネジメントし，良好な緑の環境を
保全・創出する仕組みを検討する。

■緑のマネジメント
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疏水沿いの桜

　岡崎地域の活性化を着実に進めていくためには，施設や関係者の主体的な取組に加え，施
設間連携の強化が不可欠である。また，行政と施設関係者に加えて，多くの市民や企業の積極
的な参画を得て取組を推進していく必要がある。
　関係者が役割分担と合意形成を図りながら地域活性化の取組を進めていく「エリアマネジメ
ント」組織の設立を目指す。

【エリアマネジメント組織イメージ】

エリアマネジメント組織の設立
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エリアマネジメント組織
主体の

各種事業プロジェクト

事業者

主な機能・役割

◎ 施設間連携の強化・調整
◎ 事業プロジェクトの企画・調整・推進
◎ 市民，団体，事業者等への事業参画呼び掛け
◎ 総合的な情報発信

事務局 マネジメントの
専門家

京都市主体の
各種事業プロジェクト

施設や団体等主体の
各種事業プロジェクト

団 体施 設 京都市 専門分野
アドバイザー

　地域に生息する希少動植物やその生息地と
しての生態系の保全の取組を情報発信し，環境
教育や生態系保全への協力へと結び付ける。

■水辺・山辺の生態系の保全，情報発信

5 実現のためのプロセス

参画・支援 参画・支援



※1　再生可能エネルギー／石油・石炭など限りがあるエネルギー資源に対し，太陽光や太陽熱，水力，風力，
　　　バイオマスなど，一度利用しても再生が可能で，資源が枯渇しないエネルギーのこと。石油等に代わる
　　　クリーンなエネルギーとして，国でも導入・普及を促進している。
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　　　廃棄物の発生を抑え再利用・再資源化が進んだ（＝循環型）社会を目指したまちづくり。

4 実現のための７つの方策

　当ビジョンに掲げる様々な方策の推進に当たっては，環境負荷の低減や生態系への配慮，再
生可能エネルギーの活用や緑豊かな環境の保全など，環境モデル都市を牽引する取組を実践し，
広く発信する。

環境モデル都市を牽引する進取の取組の実践方策 6

■再生可能エネルギー※1の活用・省エネルギー化の促進
　低炭素，循環型まちづくり※2，自然との共生の視点を踏まえ，環境モデル都市を牽引する地域とし
て，太陽光発電や水力発電などの再生可能エネルギーの地産地消活用や施設整備などに合わせ
た省エネルギー化を促進するとともに，環境教育の場として積極的な情報発信・活用を図る。

■岡崎地域エリアマネジメント組織の設立
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疏水沿いの桜
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エリアマネジメント組織の設立
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エリアマネジメント組織
主体の

各種事業プロジェクト

事業者

主な機能・役割

◎ 施設間連携の強化・調整
◎ 事業プロジェクトの企画・調整・推進
◎ 市民，団体，事業者等への事業参画呼び掛け
◎ 総合的な情報発信

事務局 マネジメントの
専門家

京都市主体の
各種事業プロジェクト

施設や団体等主体の
各種事業プロジェクト

団 体施 設 京都市 専門分野
アドバイザー

　地域に生息する希少動植物やその生息地と
しての生態系の保全の取組を情報発信し，環境
教育や生態系保全への協力へと結び付ける。

■水辺・山辺の生態系の保全，情報発信

5 実現のためのプロセス

参画・支援 参画・支援



検討経過（1）

参考資料

【調査概要】

【結果概要】 回収総数650票（街頭：休日234票・平日353票，留置き：63票） 

質問項目 調査内容

来訪者アンケート調査（2）

7月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

平成２２年 7月13日

8月18日

平成２３年

来訪者アンケート

（9月27日～10月15日）

実施結果の反映

12月13日

3月8日

3月22日
3月31日

■第１回岡崎地域活性化ビジョン検討委員会
・ 岡崎地域のポテンシャルと課題等
・ 委員からの意見・提案（10年後の将来像と実現のための方策）
・ 今後の委員会の進め方

■第2回岡崎地域活性化ビジョン検討委員会
・ 京都市岡崎地域活性化プロジェクトチームの検討状況
・ ビジョンに盛り込むテーマ協議
・ 素案作成作業部会の設置

■第3回岡崎地域活性化ビジョン検討委員会
・ 来訪者アンケート結果
・ 作業部会の検討状況
・ ビジョン（案）中間まとめ

ビジョン（案）中間まとめパブリックコメント実施
（1月12日～2月10日）

■第4回岡崎地域活性化ビジョン検討委員会
・ パブリックコメントの結果　  ・ ビジョン（案）とりまとめ

京都市へビジョン（案）提出
岡崎地域活性化ビジョン策定

作
業
部
会（
ビ
ジ
ョ
ン
素
案
作
成
）

9月25日  第１回作業部会
　　・ 岡崎地域の将来像
　　・ 実現のための具体的な方策
10月18日  第２回作業部会
　　・ 岡崎地域の将来像
　　・ 岡崎地域の現況把握
　　・ 公共空間のあり方・活用
11月4日  第３回作業部会
　　・ 来訪者アンケートのまとめ
　　・ 岡崎地域でのエリアマネジメント
11月17日  第４回作業部会
　　・ 地域施設の取組等把握
　　・ 中間まとめ（案）全般 ■主たる来訪目的

・ 「美術鑑賞」（25％）      ・ 「観光」（19％）      ・ 「祭事・催しへの参加」（11％）
・ 「遊び・レクリエーション」（11％） など。 

■訪問施設数 
・ 「２箇所」（41％）が最も多い。「１箇所」（28％）とあわせ，回答者の約70％は２箇所以下の訪問。 

■滞在時間 
・ 「１～３時間」（54％）が最も多く，次いで「３～６時間」（26％） など。 

■利用交通機関 
・ 「（１以上の）公共交通機関を利用する人」（56％）      ・ 「徒歩もしくは自転車を利用する人」（15％）
・ 「自家用車を利用する人」（23％） など。 

■欲しい施設・サービス 
・ 「団らんや休息などができる休憩所・交流スペース（カフェ，ベンチ等）」（48％）
・ 「飲食施設・サービス（レストラン等）」（40％）
・ 「水や緑などの自然が感じられる園地・公園スペース（芝生ひろば，オープンスペース等）」（36％） など。 

＜調査員による街頭アンケート調査＞ 調 査 日 10月3日（日），10月8日（金） 
＜岡崎地域の施設留置きアンケート調査＞ 調査期間 9月27日（月）～10月15日（金） 

・ 性別, 年齢, 居住地, 日帰り／宿泊別, 同行者, 来訪頻度

・ 岡崎エリアの認知度

ほか

属  性

行動特性

認知度

効果指標

・ 岡崎地域に欲しい施設, サービス
・ より魅力的な地域にするための取組

・ 利用交通手段
・ 岡崎地域での消費金額

・ 来訪目的， 訪問施設
・ 岡崎地域の滞在時間

意向把握
施策検討ヒント
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参考資料 K Y O T O
OK A Z AK I

委員長

委　員
（五十音順）

副委員長

京都大学 大学院 工学研究科 教授

岡崎地域活性化懇談会 座長

市民公募委員

一級建築士・技術士（建設部門）, スーク創生事務所 代表

神宮道商店街組合 会長

（株）京都銀行 会長,京都商工会議所 副会頭, （社）京都市観光協会 会長

ショウクリエイター, 「第26回国民文化祭・京都2011」開閉会式 脚本・演出担当

岡崎自治連合会 会長

京都大学大学院 人間・環境学研究科 准教授

市民公募委員

京都市総合企画局長

大阪府立大学 21世紀科学研究機構教授, 大阪府立大学観光産業戦略研究所長

伝統文化プロデュース連ＲＥＮ 代表

京都市未来まちづくり100人委員会（岡崎ホールディングス）, ライター

平安神宮禰宜

京都商工会議所 観光産業特別委員会 委員長, 京都駅ビル開発（株）相談役

京都市美術館長

京都大学大学院 地球環境学堂 教授

同志社大学大学院 総合政策科学研究科 教授

門内  輝行

髙木  壽一

上村  憲子

大島  祥子

太田  節子

柏原  康夫

小林  香

澤邉  　信

中嶋  節子

中西  一彌

西村  隆

橋爪  紳也

濱崎加奈子

藤井  容子

本多  和夫

南  　明

村井  康彦

森本  幸裕

山口  栄一

もんない　てるゆき

たか ぎ　 ひさかず

うえむら　のり こ

おおしま　 さちこ

おお た   せつ こ

かしはら　やすお

こばやし かおり

さわ べ     よしのぶ

なかじま  せつ こ

なかにし  かず や

にしむら　たかし

はしづめ　しん や

はまさき か な こ

ふじ い    よう こ

ほん　だ　　かずお

みなみ たか あき

むら い   やすひこ

もりもと   ゆきひろ

やまぐち   えいいち

（敬称略）※平成22年7月1日時点
方策①  エリアブランド，情報発信

方策②  琵琶湖疏水，近代化遺産の保存・活用

方策③  文化芸術，ＭＩＣＥ拠点としての機能強化

方策④  地域資源を結ぶ，総合的な景観 ・ まちづくり

方策⑤  新たな賑わい創出 

方策⑥  環境モデル都市としての取組実践

方策⑦  国際観光拠点としての機能強化

ビジョン策定，推進，実現のプロセス，その他

５９件

３７件

８１件

７６件

１９０件

２８件

２４件

７０件

■寄せられた市民意見を方策に沿って整理・分類 

「京都岡崎ポータルサイト」を開設し,岡崎地域の魅力
を総合的に情報発信している。 

◎ホームページアドレス
http://www.city.kyoto.jp/sogo/project/okazaki/

京都岡崎ポータルサイト

性 別

男性
６５%

女性
31%

不明
４%

20代
3%

10代
0%

30代
10%

不明
13%

40代
18%

50代
25%

60代
18%

70代
12%

80代
1%

住所別 左京区
51%

不明
11%

市外
9%

伏見区
5%

西京区 2%
右京区 4%

山科区
4%

東山区 4%
中京区 2%

南区 1%

下京区 2%

年代別

ポータルサイト／トップページ→

【募集概要】

◆ 趣 　  旨／岡崎地域活性化ビジョン検討委員会において取りまとめた
　　　 　　　「岡崎地域活性化ビジョン（案）中間まとめ」について，広く市民意見を募集
◆ 募集方法／持参，郵送，ファクシミリ又は電子メール
◆ 実施期間／平成23年1月12日（水）から2月10日（木） 計30日間

【結果概要】

意見総数／２１０名の方から，５６５件の意見が提出

上京区 3%

北区 2%
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はまさき か な こ

ふじ い    よう こ

ほん　だ　　かずお

みなみ たか あき

むら い   やすひこ

もりもと   ゆきひろ

やまぐち   えいいち

（敬称略）※平成22年7月1日時点
方策①  エリアブランド，情報発信

方策②  琵琶湖疏水，近代化遺産の保存・活用

方策③  文化芸術，ＭＩＣＥ拠点としての機能強化

方策④  地域資源を結ぶ，総合的な景観 ・ まちづくり

方策⑤  新たな賑わい創出 

方策⑥  環境モデル都市としての取組実践

方策⑦  国際観光拠点としての機能強化

ビジョン策定，推進，実現のプロセス，その他

５９件

３７件

８１件

７６件

１９０件

２８件

２４件

７０件

■寄せられた市民意見を方策に沿って整理・分類 

「京都岡崎ポータルサイト」を開設し,岡崎地域の魅力
を総合的に情報発信している。 

◎ホームページアドレス
http://www.city.kyoto.jp/sogo/project/okazaki/

京都岡崎ポータルサイト

性 別

男性
６５%

女性
31%

不明
４%

20代
3%

10代
0%

30代
10%

不明
13%

40代
18%

50代
25%

60代
18%

70代
12%

80代
1%

住所別 左京区
51%

不明
11%

市外
9%

伏見区
5%

西京区 2%
右京区 4%

山科区
4%

東山区 4%
中京区 2%

南区 1%

下京区 2%

年代別

ポータルサイト／トップページ→

【募集概要】

◆ 趣 　  旨／岡崎地域活性化ビジョン検討委員会において取りまとめた
　　　 　　　「岡崎地域活性化ビジョン（案）中間まとめ」について，広く市民意見を募集
◆ 募集方法／持参，郵送，ファクシミリ又は電子メール
◆ 実施期間／平成23年1月12日（水）から2月10日（木） 計30日間

【結果概要】

意見総数／２１０名の方から，５６５件の意見が提出

上京区 3%

北区 2%



京 都 市
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京都市印刷物第２３３０２３号 

京都市 総合企画局 市民協働政策推進室
〒604-8571  京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地
TEL:075-222-4178   FAX：075-213-0443 

平成23年3月策定

岡崎地域活性化ビジョン
世界の人々が集い ほんものに出会う「京都 岡崎」

K Y O T O
OK A Z AK I


